
ゴ
ル
フ
友
達
（
そ
の
一
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

赤
谷
慶
子 

ゴ
ル
フ
は
三
十
歲
に
な
り
し
頃
に
始
め
た
り
。
大
手
新
聞
社
に
入
社
後
、
先
輩
に
誘
は
る
る
事
多
く
な
り

た
れ
ば
、
一
年
間
コ
ー
ス
に
は
一
切
出
で
ず
、
每
日
曜
日
に
レ
ッ
ス
ン
プ
ロ
の
指
導
の
下
、
猛
練
習
し
た

り
き
。
腕
力
あ
る
男
性
に
比
し
女
性
は
飛
距
離
出
で
ぬ
故
、
せ
め
て
同
組
の
先
輩
に
迷
惑
を
か
く
る
事
を

恐
る
れ
ば
、
こ
の
練
習
は
必
須
な
り
き
。
練
習
の
成
果
故
か
、
比
較
的
飛
距
離
は
出
で
た
れ
ば
、
努
力
を

し
た
る
甲
斐
あ
り
と
言
ふ
べ
し
。
先
輩
に
誘
は
る
る
ゴ
ル
フ
場
は
お
ほ
か
た
名
門
に
て
、
當
時
高
給
を
食

は
む
と
雖
も
尋
常
な
ら
ぬ
散
財
に
て
ぞ
あ
り
け
る
。
保
土
ヶ
谷
、
相
模
、
霞
が
關
、
東
京
倶
樂
部
等
、
料

金
も
高
額
な
り
。
往
時
は
ゴ
ル
フ
を
嗜
む
女
性
少
な
か
り
し
が
ゆ
ゑ
か
、
誘
は
る
る
事
増
え
た
り
。 

 

何
歲
か
年
上
の
女
流
辯
護
士
の
友
人
と
は
年
ご
ろ
の
付
き
合
ひ
に
て
、
旅
行
仲
間
に
て
も
あ
り
き
。
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
伊
太
利
亞
、
越
南
、
臺
灣
、
加
奈
陀
・
米
國
等
を
旅
せ
り
。
岡
崎
久
彥
大
使

に
誘
は
れ
氣
功
教
室
に
入
り
し
が
一
九
九
六
年
と
記
憶
せ
り
。
そ
の
女
流
辯
護
士
先
生
の
舊
知
の
友
人
の

Y

辯
護
士
先
生
は
氣
功
道
場
に
入
り
た
し
と
依
頼
し
た
る
も
二
年
待
た
さ
れ
た
り
と
言
へ
り
。
週
ご
と

火
曜
日
に
氣
功
道
場
の
歸
路
辯
護
士
先
生
の
住
居
あ
り
し
惠
比
壽
へ
車
に
て
送
り
屆
け
し
の
ち
、
白
金
臺

の
自
宅
へ
歸
り
き
。
そ
の
う
ち
、
ゴ
ル
フ
場
に
誘
は
れ
、
最
低
月
に
二
度
は
同
行
し
た
り
。
女
流
辯
護
士

先
生
曰
く
「
こ
の
老
練
の
大
辯
護
士
先
生
の
遊
び
方
は
豪
快
に
て
、
さ
は
承
知
あ
ら
せ
た
ま
へ
」
と
言
は

れ
き
。
ま
づ
は
春
と
夏
に
ゴ
ル
フ
合
宿
な
る
も
の
に
誘
は
る
。
お
ほ
か
た
二
泊
三
日
に
て
、
例
へ
ば
加
賀

能
登
の
片
山
津
、
信
濃
の
諏
訪
湖
・
霧
ヶ
峰
、
八
ヶ
岳
等
大
先
生
の
會
員
な
る
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
。
初
め
は

北
陸
の
小
松
空
港
近
く
の
片
山
津
倶
樂
部
な
り
き
。
一
日
の
料
金
は
三
萬
五
千
圓
。
當
然
新
幹
線
も
し
く

は
航
空
機
を
使
ひ
小
松
ま
で
行
く
。
一
日
目
、
女
三
名
は
勤
務
あ
り
て
、
當
日
新
幹
線
に
て
米
原
經
由
に

て
、
北
陸
本
線
に
て
小
松
へ
。
ゴ
ル
フ
後
、
夜
は
金
澤
隨
一
の
料
亭
へ
。
こ
こ
に
て
は
大
先
生
の
招
待
な

り
き
。
翌
日
も
片
山
津
に
て
プ
レ
ー
後
、
勸
進
帳
の
舞
臺
と
な
り
し
海
に
突
き
い
で
し
料
亭
に
て
再
び
美

食
。
そ
こ
も
大
先
生
持
ち
。
や
が
て
小
松
空
港
よ
り
最
終
便
に
て
歸
路
東
京
へ
と
向
か
へ
ど
、
二
日
に
十



五
萬
圓
の
出
費
。
大
先
生
に
は
「
次
は
亞
米
利
加
へ
ご
一
諸
せ
む
。
午
前
中
は
ス
キ
ー
、
午
後
は
ゴ
ル

フ
、
夜
は
葡
萄
酒
庫
。
こ
れ
に
飽
か
ば
ラ
ス
ベ
ガ
ス
へ
行
く
な
り
」
と
の
た
ま
ふ
。
當
然
航
空
機
は
エ
コ

ノ
ミ
ー
に
は
非
ず
、
百
萬
圓
の
旅
行
か
〜
と
た
め
息
い
で
き
。
當
時
は
現
役
に
て
、
日
程
を
檢け

み

す
る
も

供
奉

ぐ

ぶ

す
る
能
は
ず
。
大
先
生
は
食
通
に
て
旨
き
も
の
に
は
絲
目
を
つ
け
ず
。
氣
功
教
室
の
あ
と
の
食
事
は

「
居
酒
屋
な
ら
で
、
き
よ
げ
の
旨
き
食
堂
に
て
食
は
ん
と
ぞ
思
ふ
」
と
言
は
れ
た
り
。
ゴ
ル
フ
場
へ
向
か

ふ
時
は
最
年
少
の
我
運
轉
手
を
引
き
受
け
ね
ば
な
ら
ず
、
大
先
生
は
日
ご
ろ
よ
り
恐
縮
し
時
あ
つ
て
か
、

高
級
壽
司
あ
る
い
は
料
亭
に
て
接
待
し
た
ま
ふ
。
あ
る
日
、
日
本
橋
三
越
本
店
近
く
の
ス
テ
ー
キ
家
へ
案

內
せ
ら
れ
き
。
ま
づ
は
看
板
を
揭
げ
ず
。
入
り
口
に
赤
き
絨
毯
の
引
き
た
る
、
何
の
店
か
分
か
ら
ぬ
所
へ

入
る
と
カ
ウ
ン
タ
ー
席
の
み
に
て
、「
お
や
ぢ
さ
ん
」
と
言
は
る
る
人
物
「
先
生
い
つ
も
の
か
な
」
と
聲

を
掛
く
。
ま
づ
は
シ
ャ
ン
パ
ン
出
き
た
り
。
次
に
大
い
な
る
霜
降
り
の
冷
凍
肉
の
固
ま
り
ジ
ョ
リ
ジ
ョ
リ

と
音
た
て
超
薄
切
り
の
サ
シ
ミ
に
て
皿
に
置
か
れ
き
。
食
ひ
し
た
め
し
の
な
き
食
感
。
最
後
に
や
う
や
う

百
七
十
グ
ラ
ム
の
フ
ィ
レ
出
き
た
り
。
同
行
し
た
る
友
人
「
夫
一
度
こ
の
店
に
招
待
せ
ら
れ
し
た
め
し
あ

り
、
坐
し
た
る
の
み
に
て
五
萬
圓
な
り
」
と
耳
元
に
て
さ
さ
や
く
。
う
〜
ん
！
あ
る
日
ゴ
ル
フ
仲
間
と
更

な
る
飛
距
離
望
ま
ん
と
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
を
買
ひ
替
へ
む
と
談
義
中
、
大
先
生
會
話
に
介
入
し
、「
そ
の
ク

ラ
ブ
我
に
拂
は
せ
た
ま
へ
。」
と
の
た
ま
ふ
。「
ゆ
ゆ
し
き
儀
な
れ
ば
、
無
作
法
な
れ
ど
拜
辭
す
る
の
外
な

し
」「
さ
れ
ど
、
日
ご
ろ
運
轉
擔
當
せ
ら
る
る
事
、
加
へ
て
、
ガ
ソ
リ
ン
代
も
高
速
代
も
負
擔
せ
ず
ば
、

と
も
か
く
も
我
が
支
拂
は
ん
を
許
さ
れ
よ
か
し
」
と
強
く
懇
願
せ
ら
れ
、
全
揃
へ
な
ら
ず
、
三
萬
圓
の
フ

ェ
ア
ウ
ェ
イ
・
ウ
ッ
ド
一
本
ば
か
り
賜
は
ら
ん
、
と
い
ふ
事
に
決
着
せ
り
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
九
萬
圓
、
ア

イ
ア
ン
六
本
は
十
一
萬
圓
な
れ
ば
、
こ
れ
に
て
勘
辨
な
ら
む
か
。
そ
の
後
、
こ
の
大
先
生
數
囘
癌
の
手
術

せ
ら
れ
て
、
體
力
減
退
し
た
ま
ふ
に
も
關
わ
ら
ず
最
低
月
一
度
は
ゴ
ル
フ
場
へ
ご
一
諸
に
赴
き
た
り
。
残

念
な
が
ら
數
年
前
に
逝
去
せ
ら
れ
、
ゴ
ル
フ
友
達
ま
た
一
人
減
り
た
り
け
り
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
令
和
三
年
七
月
二
十
八
日
受
附
） 

 

 


